
団体名

項目

2.目標

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

活動報告書

内　　　容

6.次回活動
　 の目標

・集合時間に遅れるものがいた。
・渋沢資料館では、みなじっくり資料を見ていた。また、そ
の資料についてディスカッションもしていた。
・北区飛鳥山博物館では、各グループで見学した。
・資料を見るスピードは人によって違うが、早く見終わった
学生にの対応もすることができた。

4.目標と結果
  のギャップ

5.次回の
　取り組み

「講義で活かせるようにする」という目標は、ほぼ達成でき
たと考える。なぜなら、博物館を訪れた全員がしっかりと資
料と向き合っていたからだ。しかし、「今後の活動に繋げら
れるように行動する」ことは少なかったと感じる。例えば、遅
刻者が出たこと。合流までに時間がかかってしまったこと
があげられる。

近現代に関係のある博物館を訪れる予定。

  活動日時：　平成　25年　5月　19日（日）

近現代関係の博物館を訪ね、理解を深めるとともに,その
知識を講義で活かせるようにする。
また、今年度初の課外活動ということで、今後の活動につ
なげられるように、行動・検証する。

3.結果報告

　活動場所：　飛鳥山公園　（渋沢資料館、北区飛鳥山博物館）

近現代史に関わりのある博物館を訪ね、知識を蓄えると共
に、その知識を大学の勉強に活かせるようにする。
また、今回の反省を活かすために、時間厳守の注意喚起・
時間設定を考えながら行動する。

近現代史料研究会

4・3・2・1今回の取り組みについての評価

  活動名（大会・行事等）： 博物館見学

1.活動内容


